
職員提案制度 

 

 府中市では、職員の研究心及び勤労意欲を高めるとともに、行政運営の効率化及び市民サービスの向上を図ることを

目的に、昭和 40 年度から職員提案制度を設けています。規程に基づいて実施しており、提案の内容を改善度や実現性

など 6 項目の審査基準により 50 点満点で審査し、副市長を含む審査委員の平均点で等級を決定します。級外の場合は

対象となりませんが、等級に応じた記念品を贈呈しています。 

１ 概要 

 

 

２ 過去５年間の提案実績 

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 

提案件数 ３３件 ３９件 ４１件 １０６件 ６４件 

回
答
件
数 

実施済 ８件 １０件 １０件 １６件 １２件 

一部・類似事業 

実施済 
４件 １０件 ５件 １７件 ３件 

実施予定あり 

（現在未実施） 
１件 ５件 ４件 １０件 １３件 

実施予定なし ２２件 １５件 ２６件 ６３件 ３９件 

  ※ ただし、１つの提案に複数課から回答が必要な提案内容もあり、提案件数と回答件数が一致していません。 

    また、「実施予定なし」には、実現可能性を検討しているものも含まれています。 

 

◇ 平成２０年度 「環境に配慮した電力の調達」 

３ 提案実施した主な取組 

 ≪提案内容≫ 

 一般電気事業者（東京電力）と特定規模電気事業者（ＰＰＳ）を環境負荷低減の面から評価し、事業者を選定する。 

 ≪実施内容≫ 

 市が所有する公共施設のうち、５１施設の電気事業者を一般競争入札により選定した。（平成２３年度） 

 

◇ 平成１９年度「公共施設整備の改善」 

 ≪提案内容≫ 

 市の公共施設台帳を全てデータで整備し、計画的に施設を改修する。 

 ≪実施内容≫ 

 施設の更新費用が財政に与える影響を抑えるとともに、公共施設を経営資源として捉え、総合的かつ長期的視点によ

る費用とサービスの最適化を図る、公共施設マネジメント白書を作成し、また、公共施設マネジメントに係る取組を進めて

いくための方向性を定める基本的な方針として、公共施設マネジメント基本方針を策定しました。（平成２２～２４年度） 

 

◇ 平成１９年度「粗大ゴミの直接搬入の申込方法の改善」 

 ≪提案内容≫ 

 粗大ゴミを収集だけではなく、市の中間処理施設に市民が直接搬入する方法も取り入れる。 

 ≪実施内容≫ 

 リサイクルプラザへの粗大ゴミの直接搬入制度を設け、収集した場合の処分手数料の半額とした。（平成１９年度） 

資料２５ 


